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研究成果の概要（和文）：授業観察法の一つであるCOLTを、英語授業の実情に合わせて改良・簡略化を行い、そ
の改良版COLTを用い、タブレットＰＣ用の授業分析・集計システムを開発し、それを学校の英語授業で実用しな
がら英語の授業改善を図るとともに、当システムの有用性の検証を行った。結果として，授業中のリアルタイム
分析を可能とするタブレットPC用アプリケーション（Mobile COLT)として完成し，当システムを利用して授業改
善を進めることが可能であることが示唆されたことである。また，英語授業の改善状況とそれに伴う児童・生徒
の意識と動機の変化の関係性，及び授業改善の際に留意すべきことがある程度明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We simplified COLT, which is one of classroom analysis methods, according to
 the actual situation of Japanese English classes, developed a language classroom analysis system 
for tablet PC available for English lesson study and improvement, and verified the usefulness of the
 system in practical use in school classes. As a result, the system was completed as a tablet PC 
application called Mobile COLT, which enables real-time analysis during class, and it was suggested 
that Mobile COLT can be utilized to advance English lesson improvement. In addition, the present 
study clarified, to some extent, the relationship between English lesson improvement and 
accompanying change of awareness and motivation of students, and what to pay attention to to improve
 English lessons with effect.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)小学校外国語活動のスタート 
小学校では 2011 年度から新学習指導要領
が施行され、小学校 5、6 年生で新領域「外
国語活動」が本格的にスタートしたばかりで
あるが、海外の英語教育の早期化などを承け
て、2013年 12月には文部科学省から「グロ
ーバル化に対応した英語教育改革実施計画」
が発表され、小学校高学年での教科「英語」
の導入や中学校・高等学校での授業の高度化
などの計画が示された。今後、各学校種間で
の連携をスムーズに行うという課題を克服
しながら「使える」英語能力、実用に耐えう
るコミュニケーション能力の育成のための
授業改善がますます欠かせないものとなっ
ていく。 

 
(2)英語教育の現状と成果 
これまでの英語教育は、実際的な使用を意
識するよりも、英語を文法規則と語彙知識に
頼りながら分析的に理解をしていく方法に
偏りがちであった。その結果、教師は文法説
明に終始し「コミュニケーションは後回し」
と公言して憚らない雰囲気が許されてきた。
しかしながら、これまでの英語教育の成果を
見るに、例えば TOEFLの日本人の平均得点
(65点)は 2010年の ETS発表データでは、ア
ジア 30 か国では 27 位となっており、世界
163か国中 135位となっている。受験率を見
ても、韓国や台湾などは人口比でも日本より
高く、もはや日本の英語力の低さは否めない
状況である。コミュニケーション能力の育成
に真剣に取り組むことが迫られており、その
ためには、各学校段階での英語授業の改善を
おいてほかに方法はない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、授業観察法の一つとして信頼
性が高いがコーディングが難しいと言われ
ている  Communicative Orientation of 
Language Learning (COLT)を、英語授業
の実情に合わせて改良・簡略化を行い、そ
の改良版 COLTを用い、タブレットＰＣ用
の授業分析・集計システムを設計・開発し、
それを小・中・高等学校の授業で実用しな
がら英語の授業改善を図るとともに、当該
授業分析・集計システムの有用性を検証す
ることを目的とする。 
 本研究では、小・中高等学校での現場レ
ベルでの英語の授業改善を行うために、以
下のことを明らかにする。 
 
(1)COLT Part Aの問題点を明らかにし、
教室で実用可能な改良・簡略化を行う。 

(2)改良版 COLT をタブレットＰＣで利用
するためのアプリケーションの設計・開
発を行う。 

(3)開発したタブレットＰＣ用授業分析・集
計システムをさまざまな教室での英語授
業で使用し、その有用性を検証しながら

高性能化する。 
(4)完成したシステムを利用して授業改善
を試行し、成果をまとめる。 

 
３．研究の方法 
(1)開発 
これまで提案された様々な外国語授業分
析方法とそれを利用した先行研究をまとめ
るとともに、Spada and Frohlich (1995)
で提案されている COLT Part Aを用いな
がら学校での授業を観察・分析しその方法
の問題点を明らかにすることから始め、そ
の成果をもとに、改良版コルトを作成し、
そのプラットフォームとしてのタブレット
ＰＣ用授業分析・システムの設計・開発を
行う。また、完成したシステムを用いて、
小・中・高等学校で様々な英語授業の分析
をリアルタイムで試行し、システムの実用
化を図る。 

 
(2)実証実験 
完成したシステムを使い、1 年間の期間
にわたり，本格的に小・中・高等学校での
授業改善に活かす実践を試み、同時にシス
テムの有用性を検証する。 

 
(3)協力者 
① 教員 
小学校、中学校、高校の各学校１名の教
員、計 3 名で小学校教員は 30 代のリーダ
ー教員、中学校教員は 20 代の教員経験 2
年目の教員、高校は工業高等専門学校の 40
台のベテラン教員である。 
②児童・生徒 
上記 3 名の教員が担当している 3 学級、
小学校児童 6名（4名）、中学校生徒 32名、
高校生徒 38名を対象とする。 

 
(4)道具 
①Mobile COLT 
Spada＆ Fōhlich (1995)が開発した

COLT schemeの一部の項目を統合、削除、
追加した簡略版 COLT（図１）を使い、授
業中にリアルタイムで分析を可能とするア
プリケーションを開発し、授業分析の測定
具とする。COLT スキームは、授業の各活
動（Warm-up、 Reading-aloud Practice など）
を 5つの特徴（授業形態、指導内容、内容制
御、使用技能、テキスト・教材）から、分析
し、当該授業総時間に対するその特徴が起こ
った時間の割合で示す分析方法である。この
分析スキームでは、グループワークの使用率 

 

図１ Mobile COLT の簡略版 COLT 
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意味中心の活動の割合、学習者の発話権の確
保の割合、2 文以上のテキスト使用率、オー
センティックな教材の使用率が高いほど、よ
りコミュニカティブな授業であると判断す
る。 
 
②質問紙調査（児童生徒用） 
・以下の 10の因子を調べる 53 項目の質問
から成る質問紙で、5 件法で回答するもので
ある。1～4の因子を測る質問項目は、Tanaka 
and Hiromori(2006)から、5～7の因子を測る
質問項目は、Guilloto and Dorneyei (2008)
から、8～10 の因子を測る質問項目は、Agawa 
and Takeuchi (2016)から抜粋した。動機ス
コアの算出に当たっては、Grolnick and Ryan 
(1989) で提案されている RAI(Relative 
Autonomy Index)）を使った。  
 
1.内発的動機付け 
（例）英語を勉強しているときに、「あっそ
うか」や「なるほど」と思うような発見が
ある 
 2.外的調整 
（例）授業や進学で必要だから、英語を勉強
している  
 3.取り入れ調整 
（例）英語で会話ができると、なんとなく格
好良い 
 4.同一視調整 
（例）自分の将来のためには、英語は大切で
ある 
 5.授業への態度 
（例）もっと多くの英語の授業があればいい
のにと思う 
 6.言語への自信 
（例）私は自分の英語力が伸びていると感じ
ている 
 7.不安 
（例）私は今英語の授業で間違いを犯さない
かとても心配である 
 8.自律性 
（例）英語の授業では、先生は私たちの授業
に関する意見を尊重してくれていると思
う 
 9.有能性 
（例）英語の授業では、自分の努力が実った
という充実感が得られることがあると思
う 
10.関係性 
（例）英語の授業では、和気あいあいとした
雰囲気があると思う 
  
(5)手順 
 2016年10月から2017年9月にかけて、
小・中学校では 5回、高校では 4回の訪問
と COLTによる授業分析，及び授業直後の
分析結果のフィードバックを行い、授業改
善による授業の特徴の変化を追った。小・
中学校では、第 1回目、2回目、3回目、5
回目の授業のあと、高校では、第 1 回目、

3 回目、4 回目の授業のあと、おおよそ 1
週間以内に、児童・生徒に対する上記の質
問紙調査を行った（図 2）。 
 
 

内発的動機付け、外的調整、取入調整、

同一視調整、授業に対する態度、言語的

な自信、不安、教師への態度、達成感、

関係性に関する質問項目 

 

 

 

 

1 年間で５回（高校は 4回） 

Mobile COLT による授業分析 

と即時フィードバック       事後調査として

同項目の質問

紙調査 

 
図 2 COLT 分析と質問紙調査の手順 
 
４．研究成果 
 約 1 年間にわたる授業観察と Mobile COLT
を利用した即時フィードバックによって、授
業のコミュニケーション性がどのように変
化していったか、そのときの児童・生徒の意
識や動機はどう変わっていったかを以下に
示す。最初に COLT 分析により明らかとなっ
た授業の特徴の変化、特に、コミュニケーシ
ョン性に強く関わる特徴の変化について、次
に授業が変化していったときの児童・生徒の
意識・動機の変化について述べる。 
 
(1)COLT 分析による授業の特徴の変化 
①英語使用率 
 授業中の英語使用率に関しては、5 回の観
察で、観察した授業毎に変化があったが、小
学校 K 教諭は、50％程度から 70％程度以上、
高校 S 教諭は、1 度の授業を除いて、80％以
上を維持していた。中学校K教諭に関しては、
第1回目の授業と第5回目の授業では60％以
上であったが、2回目から4回目の授業では、
30％を下回っており、授業によって変化が大
きかった（表１）。 
 
表１ 英語使用率 

 
②グループワークの使用率 
 小学校 K教諭は 1回目から 4回目にかけて
徐々にグループワークが減少していく傾向
にあったが、5 回目では 1 回目と同じく約
40％の使用率であった。中学校 K教諭の授業
では使用率の上下が激しく（最大 70％、最低 
７％の使用率）、観察した授業毎に大きく変
化していた。高校 S教諭の授業は、4回の観 
察授業を通してグループワークはほとんど



使われなかった（表 2）。 
 
表 2 グループワークの使用率 

 
③意味中心の活動の割合 
 小学校 K 教諭は 30％から 70％程度の意味
中心の活動を行っていた。4 回目の授業を除
いて、観察するごとに増加傾向にあった。中
学校K教諭の授業では観察授業ごとに変動が
激しく、10％から 90％程度までの開きがあっ
た。高校 S教諭はほぼ毎回授業の 50％以上が
意味中心の活動となっていた（表 3）。 
 
表 3 意味中心の活動の割合 

 
④学習者の発話権の確保の割合 
 小学校K教諭は児童の発話権を毎回20％程
度以上確保しており、観察するごとに徐々に
増えていく傾向にあった。中学校 K教諭の授
業では、2 回目の授業（68％）を除いて、ほ
ぼ生徒の自由な発話をする機会を設定して
いなかった。高校 S教諭についてもほぼ同様
に発話権の確保はなされなかった（表 4）。 
 
表 4 学習者の発話権の確保の割合 

 
(2)児童・生徒の動機・意識の変化について
（質問紙調査の結果から） 
①校種・クラス別の変化 
 小・中学校においては、4 月にクラス替え
が行われ、対象とする学習者が変わったため、
計 4回の調査を行ったが、そのうち、1、2回
目の調査と 3、5 回目の調査は異なる児童・
生徒を対象に行われた。高校ではクラス替え
がないため、3 回の調査を行い、3 回とも対
象生徒は同じであった。 
3 校の児童・生徒の意識・動機の変化につ
いて校種別に見ると、小学校では、動機に関
しては、1回目から2回目の調査時にかけて、
下がる傾向があった。授業観・言語への自信
は大きく上昇傾向にあったが、一方で不安感
が上昇するなどの傾向も見られた。3 回目か
ら 5回目の調査時においては、動機、意識と
も、一様に下降傾向にあった。特に、動機ス
コアが下がり、内発的な動機づけから外発的
な動機づけに変化していることが覗われた。
授業観と言語への自信も下降傾向が大きく

なっていた（表 5）。 
 
表 5 小学校（K 教諭）児童の動機・意識の
変化 

 
中学校では、動機に関しては、1 回目から
2 回目の調査時にかけては下がる傾向となり、
3 回目と 4 回目は変化がなかった。他の因子
においては、3 回目から 5 回目の調査時にか
けて不安感が増していることを除くと、大き
な変化は見られなかった（表 6）。 
 
表 6 中学校（K 教諭）生徒の動機・意識の
変化 

 
 高校では、動機に関しては、3 回目から 4
回目の調査時にかけて大きく下がり、不安感
に関しては、１回目から 3回目にかけて、増
加し、3 回目から 4 回目にかけて再度減少し
ていた。関係性については 1回目から 3回目
の調査時にかけて上昇していた。他の因子に
ついては、ほとんど変化がなかった（表 7）。 
 
表 7 高校（S教諭）生徒の動機・意識の変      
   化 

 
 
② 校種・クラス間の変化 
 動機に関しては、平均的には、小学校の児
童の内発性が高く、中・高校の生徒はどちら
かというと、外発性が高くなっていた。また、
小学校は4回の調査間で変化が大きかったが、
中・高校では大きくなかった。授業観・言語
への自信・教師観・達成感に関しては、校種
が上がるにつれて、下がる傾向があった。 
  
(3)授業の特徴の変化に伴う児童・生徒の動
機・意識の変化 
 小学校 K教諭の第 1回目から 2回目の調査
において、動機が下がり、不安感が増してい
た（表 5）。この間の授業の特徴の変化で大き
かったのは、英語使用率が下がったこと
（67％→47％）と意味中心の活動が増えたこ
と（29％→45％）であった。また、4 章(1)
で示さなかった COLT 分析項目を詳細に見る
と、2 文以上のテキストが第 2 回目の授業の



み、21％使われていた。これは、「将来の夢」
というテーマで談話を構成していくライテ
ィングを伴う活動であった。英語の基礎力が
十分でない初級学習者にとっては、意味中心
の活動や談話を伴う活動は難度が高く、難し
いと感じていたため、動機が下がり、不安が
増していた可能性がある。また、一方で英語
の使用率が下がっているにもかかわらず、動
機が下がっていることは、英語の使用率が高
くても動機を高く維持できるということを
示唆している。第 3回目から 5回目の調査時
にかけて、動機、意識の一様な下降傾向につ
いては、小学校 K教諭の授業の特徴の変化に
対応する部分が見られないため、後日、K 教
諭へのインタビューを行った。その中で、一
人の児童が質問紙調査に真面目に取り組ま
ず、ほとんど 3の回答を選択していたという
ことであり、このことが参加者数が少ない（3
から 4回目調査では 4名が対象）小学校の調
査の結果を左右した可能性がある。これにつ
いては、今後再分析を行う予定である。 
 中学校の K教諭の第 1回目から 2回目の調
査において、動機が下がる傾向があった（表
6）。この間での授業の変化としては、英語使
用率の減少、グループワークの使用率の大き
な増加（17％→71％）、意味中心の活動の大
きな増加（47％→94％）、生徒の発話権の確
保率の大きな増加（0％→68％）があった。
コミュニケーション性の点から見ると、授業
改善が大きく進んだと言えるが、このような
極端な授業方法の変化は、中学生の内発動機
を下げる要因となる可能性を示唆している。
第 3回目から 4回目の調査時にかけて不安感
が増していることに関しては、この間におけ
る K教諭の授業で、英語使用率が大きく上が
り（29％→65％）、意味中心の活動の割合が
大きく増加しているため（9％→48％）、この
ことが自らの理解力や英語力を超えた活動
となり、それが心理的な負担になり、不安感
を高めた可能性がある。後日行われた K教諭
とのインタビューで明らかとなったのは、特
に第 5回目の調査時点（中学 3年の 9月）は、
受験校を決定する時期と重なっていたとい
うことである。上記の授業の変化に加えて、
受験生特有の心理状態が不安感を高めた可
能性もある。 
 高校の S教諭の高校では、動機に関しては、
3 回目から 4 回目の調査にかけて大きく下が
っていた。関係性については 1回目から 4回
目の調査時にかけて上昇していた。この間の
授業の変化を見ると、英語使用率は 93％に達
し、グループワークは無くなり、生徒の発言
権のある活動も 1％となっており、英語で進
められる教師中心の授業の傾向が強まって
いた。この傾向は S教諭の 4回の授業を通し
て変わらないものだが、生徒の内発動機を
徐々に下げる原因となっている可能性があ
る。第 1回目から 3回目の調査にかけて不安
感が高くなったが、この間 S教諭の授業の変
化の特徴としては、発話権の確保の割合が若

干上昇していることである。しかし、その度
合いは低いため（7%→14%）、因果関係がある
とまでは言えないだろう。 
 
（4）まとめ 
 校種別にみると、学校段階が低次なほど、
授業改善を進めやすいと言える。これは、小
学校では、現在のように外国語活動として行
われている状況では、授業内容や方法に教師
の裁量を取り入れる余地が大きいためであ
るからだろう。共通の検定教科書や学年共通
の教材、シラバスを使うことを求められてい
る中学校や高校ではその裁量は小さいため、
授業改善のためのフィードバックが与えら
れたとしても、それに適切に応じることは難
しいのかもしれない。 
 授業改善を進めるにあたって、本研究では、
COLT を用いコミュニケーション性の視点か
らフィードバックを行った。その結果、上記
のような学校段階での状況の差はあるが、各
教諭は英語使用の量を考え、よりコミュニカ
ティブな授業を作るために、さまざまな工夫
を凝らしていった。その意味で、Mobile COLT
を使った授業改善は今後の外国語の授業の
改善に有用なツールとなる可能性は高い。特
に授業後即時フィードバックを提供する点
において、その独自性を発揮することができ
る。 
 しかしながら、今回明らかとなった、授業
のコミュニケーション性の変化と、それに対
応した児童・生徒の動機・意識の変化が、必
ずしも正比例していないことを考慮するな
ら、教師は，児童や生徒の置かれた環境要因
も常に確認しながら、彼らの心理的な負担を
大きくすることなく、授業改善を行っていく
べきであることも、本研究から得られた示唆
である。 
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